
市
が
県
に
示
し
た
活
用
計

画
の
基
本
構
想
等
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
理
念
→
子
ど
も
や
若
者
の

健
全
育
成
を
目
的
に
様
々
な

活
動
と
あ
わ
せ
て
市
民
活
動

の
場
と
す
る
。

②
方
針
→
イ
、
子
ど
も
や
若

者
の
活
動
支
援
。
ロ
、
サ
ー

ク
ル
活
動
や
市
民
参
画
の
支

援
。
ハ
、
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
る
支
援
。
ニ
、
複
合
化
の

推
進
。

③
取
得
金
額
→
土
地
・
建
物

１
億
７
４
０
０
万
円
（
消
費

税
込
）
評
価
額
の
半
額
。

当
日
議
会
に
示
し
た
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
事
業
計
画
→
イ
、
基
本
・

実
施
設
計
業
務
に
２
１
７
０

万
円
の
予
算
、
そ
の
う
ち
８

７
０
を
12
月
議
会
に
提
案
。

ロ
、
行
程
表
→
事
業
名
称
、

宮
古
創
生
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
。
今

年
度
か
ら
、
来
年

７
月
ま
で
調
査
、

設
計
。
来
年
８
月

か
ら
工
事
着
手
、

年
度
内
供
用
開
始

（
完
成
・
利
用
）

を
目
標
。

基
本
構
想
だ
け

で
す
と
本
庁
舎
等

の
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
（
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）
と
重
複
し
か

ね
な
い
整
備
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
は
合
併
に
と
も
な
い
公

共
施
設
の
再
配
置
計
画
の
具

体
化
を
決
め
て
い
ま
す
。
複

合
化
の
推
進
が
、
そ
れ
に
該

当
し
ま
す
。
旧
宮
古
警
察
署

の
取
得
・
活
用
で
廃
止
・
解

体
等
処
分
が
示
さ
れ
た
の
は

防
災
会
館
（
五
月
町
）
と
男

女
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
（
田

の
神
）
お
よ
び
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
宮
町
３
丁
目
）
で

す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
は
処
分

の
対
象
外
で
す
。
説
明
に
対

し
、
田
中
議
員
は
以
下
の
意

見
を
の
べ
ま
し
た
。

「
創
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
電
力
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太

陽
光
等
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
図
る
べ
き
。
施
設
の

再
配
置
は
複
合
化
で
一
定
程

度
評
価
で
き
る
が
、
整
備
財

源
に
は
合
併
特
例
債
で
は
な

く
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を

充
て
る
べ
き
。
起
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
拠
点
施
設
機
能
も
図
る

べ
き
で
港
（
海
）
が
近
い
立

地
条
件
か
ら
「
宮
古
ハ
ー
バ

ー
ラ
ジ
オ
」
の
移
転
等
施
設

全
体
が
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
内
容
で
整
備
す
べ
き
。

田
中
議
員
の
意
見
に
多
田

企
画
課
長
は
『
電
力
は
「
商

用
発
電
」
と
記
載
し
て
い
る

が
、
（
太
陽
光
発
電
を
展
開

し
て
い
る
）
宮
古
の
新
「
会

社
」
を
想
定
し
て
い
る
』
と

の
べ
ま
し
た
。

落
合
議
員
は
事
業
の
担
当

組
織
を
質
し
ま
し
た
が
、
多

田
課
長
は
、
当
面
は
企
画
課

に
な
る
と
の
回
答
で
し
た
。
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岩手県議会12月定例会が

始まりました。28日、共

産党県議団(斎藤信団長)

は台風19号災害への復旧

事業等について宮古市か

ら説明を受けました。

県議団の調査は２度目

で、当日は党中央が全国

に呼びかけた災害復旧支

援募金から70万円が義援

金目録として桐田教男敦

副市長に手渡されました

。

共産党が被災し

た自治体に義援金

を贈るのは東日本

大震災以来です。

今回は台風によ

る記録的豪雨で土

砂災害や浸水被害が中心

ですが、市も防災と復旧

支援事業の加速を目的と

する「国土強靭化対策事

業計画」の具体化に取り

組みます。県内市町村で

「計画」を策定している

のは二戸市だけです。

森林の保全等山林や河

川の管理不足が通常から

指摘されており、事業整

備の促進には予算確保が

最大の問題です。

合
併
前
、
旧
宮

古
市
は
「
サ
ー
モ

ン
ラ
ン
ド
」
を
宣

言
し
た
。
そ
の
名

を
冠
し
た
「
サ
ー

か

ん

モ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」
は
今
に
続

く
▼
大
分
、
昔
は
サ
ン
マ
が

だ

い

ぶ

市
の
経
済
に
貢
献
。
今
は
、

こ

う
け
ん

ど
れ
も
が
不
漁
で
、
市
の
経

済
に
暗
い
影
を
落
と
す
。
市

は
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
に
焼
い

た
サ
ン
マ
を
振
る
舞
う
▼
お

も
て
な
し
の
本
命
は
名
の
通

り
サ
ケ
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼

き
。
一
方
、
「
サ
ン
マ
は
目

黒
に
限
る
」
の
話
に
ち
な
ん

で
市
は
今
年
も
不
漁
の
中
７

０
０
０
匹
を
目
黒
に
届
け
た

▼
24
回
目
の
目
黒
さ
ん
ま
祭

り
。
「
駅
前
商
店
街
振
興
組

合
」
は
３
万
人
に
達
し
た
参

加
者
の
警
備
費
の
増
大
な
ど

で
赤
字
の
不
安
を
抱
え
る
。

祭
り
は
各
地
で
資
金
や
担
い

手
等
が
問
題
に
▼
「
オ
マ
ツ

リ
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
そ
れ
を

支
援
。
今
回
は
「
永
谷
園
」

な

が
た
に
え
ん

も
参
加
。
サ
ン
マ
入
り
冷
や

し
茶
漬
け
の
商
品
完
売
で
資

金
問
題
の
解
消
に
も
メ
ド
。

ジ
ャ
パ
ン
企
画
だ
が
、
納
得

す
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

二
つ
目
の
市
民
交
流
施
設
整
備
？

市
…
旧
宮
古
警
察
署
の
活
用
を
説
明

長
野
麻
子
木
材
利
用
課
長

は
２
０
１
７
年
度
実
績
で
、

低
層
公
共
建
築
物
の
都
道
府

県
別
の
木
造
率
を
紹
介
し
ま

し
た
。
１
位
は
、
秋
田
県
で

59
・
２
％
、
２
位
が
鳥
取
県

の
58
・
３
で
岩
手
県
は
48
・

９
％
で
３
位
に
あ
り
、
そ
の

意
味
で
は
先
進
グ
ル
ー
プ
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

各
省
庁
の
補
助
金
内
容

林
野
庁
は
木
造
化
を
促
す

各
省
庁
の
補
助
金
や
融
資
内

容
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
以

下
の
４
項
目
で
す
。

①
木
造
の
（
公
共
）
建
築
物

〇
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産

業
化
促
進
対
策
【
林
野
庁
】

〇
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等

先
導
事
業
（
木
造
先
導
型
）

【
国
土
交
通
省
】

〇
木
材
利
用
に
よ
る
事
務
用

施
設
の
断
熱
性
能
効
果
検
証

事
業
【
環
境
省
】

②
病
院
・
社
会
福
祉
施
設
の

整
備
に
活
用
可
能
な
制
度

〇
保
育
所
等
整
備
交
付
金

【
厚
生
労
働
省
】

〇
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
【
厚
生
労
働
省
】

〇
福
祉
貸
付
事
業
【
（
独
）

医
療
福
祉
機
構
】

③
学
校
施
設
の
整
備
に
可
能

な
制
度

〇
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負

担
金
【
文
部
科
学
省
】

〇
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
【
文
部
科
学
省
】
（
続
）

26
日
、
議
会
は
総
務
等
３
常
任
委
員
会
合
同
の
会
議
を
開
き
、
旧
宮
古
警
察
署

の
活
用
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

県の木造率は３位

都
市
木
造
化
へ

再
配
置
計
画
の
受
け
皿

基
本
・
実
施
設
計
委
託

再
生
エ
ネ
で
情
報
発
信

新たな活用へ、検討が進む旧宮古警察署

共
産
党

桐田副市長（右２人目）に目録を届ける

被災者支援の一助に


